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　　　　　　　　来週はお休みで、再来週18
　　　　　　　日は予行の第₂回目をして、
　　　　　　　20日から地区大会の予定とな
　　　　　　　りました。いよいよ待ったな
　　　　　　　しです。来週例会がないこと
もありますので、各委員会、各自、それぞれ
で自分の持ち場の仕事を全うしていただきご
準備していただき、足りない部分はぜひお願
いしあって、補いあって遅滞のないよう、齟
齬のないよう、お願いしたいと思います。
　その翌週25日には地区大会慰労、ガバナー
公式訪問がわれわれのところで最後になる予
定ですので、築舘ガバナー、石橋地区幹事長
の慰労をしたいと思います。忙しいですが、
その日の夜はお楽しみに、みんなでもうひと
頑張りできればと思います。
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吉 ㈱青森銀行執行役員
　　　　　　　　八戸支店長兼三日町支店長

推薦者からの紹介　　　　　　紺野　広会長
　お父さんは八戸東RCに入られていたそう

です。八戸高校ではサッカー部で松本幹事の
₂年上です。八戸に縁のある方です。小さい
頃はクリスマス例会でロータリーソングを
歌っていたそうです。職場に入られてからは
ロータリーに入会するのは今回が初めてです
ので、ご指導のほどよろしくお願いします。

・バッチ伝達：
新会員挨拶　　　　　　　　　田村礼吉さん
　　　　　　　　工藤前本部長から引継ぎを
　　　　　　　受けまして、本日から会員と
　　　　　　　いうことで参加させていただ
　　　　　　　きます。従来ですと八戸地区
　　　　　　　営業本部長である者が今まで
はロータリーに参加させていただいておりま
したが、今回からは八戸支店長が担当するよ
うにという指示がありまして、今回参加させ
ていただきます。何とか出席率を高めながら
貢献していきたいと思いますので、どうぞよ
ろしくお願いいたします。

〇ロータリーレートのお知らせ　10月１日よ
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　　　　　　　り、１ドル＝149円
　　　　　　　〇ハワイマウイ島の山火事支
　　　　　　　援寄付金のお願いの封筒が
　　　　　　　回っていますので、なにとぞ
　　　　　　　よろしくお願いします。
〇来週11日㈬の例会は、スポーツの日の祝日
につき休会となります。
〇事務局よりお休みのお知らせ
　10月10日㈫午前、お休みをさせていただき
ます。午後から出社いたします。ご迷惑をお
かけしもうしわけございませんが、よろしく
お願い申し上げます。

親睦・会場委員会　　　　　　宮下　悟委員
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　◦誕生祝　赤澤栄治
　　　　　　　　栗谷川敏彦・渡部　充さん
　　　　　　　小林幹夫さん　田村様、よう
　　　　　　　　こそ八戸ロータリークラブ
　　　　　　　　へ！
小井田和哉・岡崎孝文さん　ニコニコデー

地区大会実行委員会　　妻神和憲実行委員長
　　　　　　　　大会₂日目10月22日㈰のさ
　　　　　　　かなクンの講演会はお陰様で
　　　　　　　チケットの売れ行きもたいへ
　　　　　　　ん よ く 、 募 集 か ら ₂ 週 間
　　　　　　　ちょっとで1,000席はあっと
いう間に満席になり、現在キャンセル待ちの
応募、当日何とか入れてもらえないかなど、
いろいろな方面からさかなクン見たいという
リクエストをいただいています。
　従来は地区大会₂日目は地区関係者とパス
トガバナーなど、せいぜい残っても100人に
満たないくらいの人数ですが、今回は一般の
ロータリアンも多くの方が残って、希望の募
集をとりましたところ240～250人の参加と
なっています。協賛いただいた皆さま方にチ
ケットを配らさせていただきましたが、そう
いう方々を入れて現在1,300～1,400人くらい
会場にお越しになるという形になっています。

　われわれとしましては、とにかく会場での
混乱、トラブル、事故、けがなどないように、
万全の配慮をしなければいけない。危機管理
をしっかりとしなければいけないということ
で、コホストクラブにも声がけをして各クラ
ブから₅名ほど出していただきたい旨のお願
いをしています。
　他のクラブにすると他人事、それに対して
二つ返事ですべてに協力というお話になって
いないのが現状です。中には八戸クラブは人
数が多いので自分たちでやれという声も聞こ
えてくるところもあります。やはりわれわれ
の中で二日目に参加していただける方にはぜ
ひともそういった会場誘導などのお手伝いを
やっていただくようにしていかなければと
思っています。わたしの年齢と同等もしくは
下の方々にはそういったお手伝いをお願いし
たいと思っています。
　これからお名前をお呼びする方々には外の
方の会場の整備、ホールの中での観客誘導な
どのお手伝いをしていただければと思います。
呼ばれた方は当日そういう仕事があるという
ことでご準備をよろしくお願いします。
　松本剛典さん、浜谷英幸さん、上村奉樹さ
ん、鴨澤　諭さん、小林幹夫さん、小田山紀
暢さん(裏方)、小井田和哉さん(裏方)、今さ
ん、栗谷川敏彦さん、増田　敏さん、宮下さ
ん、村舘珠樹さん、夏堀礼二さん、夏川戸斉
さん（夏川戸さんは会場委員会委員長ですの
で、夏川戸さんの指示でこちらの司令塔でよ
ろしくお願いします。）岡崎孝文さん、妻神
和憲、正部家光彦さん、竹石　雄さん、堤さ
ん、渡部　充さん、渡辺　孝さん、山村和芳
さんの方々をご指名させていただきます。
　当日無理な場合は妻神までご連絡をお願い
します。
　他のクラブから15～20名くらいのお手伝い
がきて、だいたい40名くらいの体制で観客誘
導、さかなクン整備委員会ということで進め
ていきたいと思います。とにかく事故のない
ように、東京海上の傷害保険もしっかり入っ
て、万全を期して進めて参りたいと思います。
何卒当日はお手伝いのほどよろしくお願いし

委　員　会　報　告
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ます。
　本日、例会終了後、総務委員会で集まり、
各自細かい打ち合わせ等進めて参ります。そ
の中で、今自分が所属している委員会の中で
聞いておきたい、こうしたいああしたいとい
うのがありましたら、事務局におります総務
までご連絡いただければと思います。

ロータリー情報委員会　　　道尻誠助委員長
　　　　　　　「ロータリーを楽しんでますか」
　　　　　　　　ロータリー情報委員会から
　　　　　　　のお知らせは１つしかありま
　　　　　　　せんので、最後のほうでお話
　　　　　　　したいと思います。ロータ
リーを楽しんでいますかと問われますが、情
報委員会ではなかなか“楽しい”ということ
はないので、真面目な人たちが頑張っている
委員会です。
　頭の体操をします。₇月に東京に行って、
汗をたらたらたらしながらウインドウショッ
ピングをしました。果物屋さんにエアコンが
効いているだろうと思って入りました。中を
見ていたら山形産のサクランボと目が合って
しまって、サクランボを買いました。レジに
「当店は現金ではお支払いできません。」と
ありました。では何を使って払ったか？　ツ
ケ　もいいですね。ダンシングマネー。カイ
トウルパン。回答は実は果物屋なのでスイカ
で払ってきました。
　わたしは2003年₄月に種市良意先生のご推
薦をいただいて八戸ロータリークラブに入会
することができました。が、普通の方と違っ
てなかなか、しょっちゅう例会に出ていた人
間ではなく、新年度の初めの₄月例会、納涼
例会、クリスマス例会、最終例会と年に₄回
くらいのペースの出席と、あまりいい会員で
はありませんでした。
　ちょうど１年先輩には佐々木泰宏さん、築
舘智大さんがいらっしゃって、お二人ともピ
カピカピカッと輝いていました。もう一人の
方はピカピカピカッとさらに輝くという感じ
のお二人でした。わたしはなかなか例会には
参加しないで、ずっと10年近くそういう状態

が続きましたが、今は亡くなった大先輩から
「あんたはおばけみたいだね。たまに出てく
る。」と言われました。今にして思えは叱咤
激励してくれたと、ありがたい気持ちになっ
ています。
　パフッとした生き方をしていました。仕事
もそうでしたが、ロータリー生活そのものも
ひじょうにブランクがありました。皆さんは
“パフッと”というとどういうふうにイメー
ジしますか？　例えばメダカでいうと、列を
作ってもあちこち動くようなメダカのことで
す。例えばどじょうでいえば、最後を泳いで
いて、他のドジョウがくればドウジョ、ドウ
ジョと譲るような感じ。ただ元気のないド
ジョウはドジョウ鍋にはあまりふさわしくな
いです。活気のないドジョウです。
　この経験からわたしが気が付いたことがあ
ります。こうなりたいというビジョンをもっ
て行動していかなければ、パフッとした生き
方をしていれば、₂年後₃年後に人間の成長
がすごく差がつくことを教えられました。そ
れをきっかけにまた例会に参加するように
なったということです。
　何が気になっていたかというと、パフッと
したロータリー生活の中でも何か「四つのテ
スト」がどこかにひっかかっていました。四
つのテストに合格する人はどんな人なんだろ
うかと思い始めたら、ちょっと楽しみが増え
てきて、そういう人に会ってみたいと思い始
めました。先輩方にもどういう方がいらっ
しゃいました。
　これをいろいろ調べていくと、四つのテス
トは一つ、二つ、三つ受かったからいいとい
うものではなく、四個がセットだとどこかの
ガバナーが書いていた記事に出会いました。
そうするとこれは₄つひっくるめて初めてパ
スしたことになるんだろうと一気に自分自身
のハードルが上がってしまいました。自分自
身、すごく生半可な部分があったので、すご
く悪戦苦闘しております。
　現在も本当かな？「真実かどうか」お前は
うそをついてないかと自分の中で問い合わせ
たり、「みんなに公平か」自分の中のことば



でかみ砕いたり、自分のことだけ考えている
んじゃないか。そうするとこれはきょうは違
うということがけっこうあります。これは仕
事でも自分のプライベートな部分でも、そう
いうことが常にまだまだ。テスト合格という
ところまでいっていないのが現実です。
　ただこの「四つのテスト」は今の人類がこ
れに挑戦したら、戦争もなくなり平和な穏や
かな世界ができるのではないか、地球がで
きるのではないかと感じることはあります。
ロータリーはいろいろな活動をしていますが、
もしかして世界のリーダーたちとこういう話
ができるRＩ会長が出てくれば、もしかして
という感じがありますが、皆さんいかがで
しょうか。
　日本のロータリークラブの会員数はマッ
クスで1996年130,982人だそうです。それを
ピークにして今年の₇月現在は83,605人と、
マックスより47,377人減っています。これは
いろんな原因があると思いますけれども、単
純に考えてこんな声が聞こえてくるかもしれ
ません。毎年同じような奉仕活動をしている、
繰り返している。若い会員が入ってこないし、
人は減ったし。ロータリーは変化しないし魅
力もないし。むかしの良さがなくなってきた。
ロータリーって必要かな、という心の声が聞
こえる場合もわたし自身もありました。
　ただその変化はロータリーだけではなく、
ふだんの生活の中でも仕事の中でも、それに
ついて行かなければ取り残されるのは普通で
すので、その変化をわれわれはビタミン剤だ
と思って受け入れていかなければならないの
ではないかという感じがしています。ロータ
リーは“守ること”と“変化すること”をど
ちらも必要なのだろうと思っています。
　ロータリーの生活をする中で、例会やいろ
いろな奉仕活動で知識はいろいろ得られます
が、それを生かす知恵もなければバランスが
取れていないような感じがします。さらに行
動に移して実践することで初めて一つの完成
形になると思います。どの部分もひじょうに
必要だし、それを一つの流れとして保ち続け
られれば、会員の活動そのものも、いろいろ

得られるものも違ってくるのではないかと
思っています。
　知恵についての余談ですが、こうもりは₅、
₆年前にどのくらいの移動距離があるか、日
本では青森から京都に移動した記録はありま
す。世界ではつい去年、ロシアからヨーロッ
パのアルプスまで2,400㎞移動したこうもり
が発見されました。こうもりそのものは小さ
い₇ｇくらいの１才のメスでしたが、たまた
ますごい能力があることを思いました。
　ただこうもりは天井にぶら下がって、フン
をするときに自分の顔にかからないように
ちょっとおしりを出します。ただフンそのも
のはそのままになっている状態で、毎年フン
が積み重なっていく習性があります。一方ス
ズメは巣箱の中に雛がいると、親がぜんぶフ
ンを加えて外に出して、常に巣箱の中はきれ
いだ。哺乳類と鳥類ですが、フンでも扱い方
が違う。これをうんこちしん（温故知新）と
いいますが、ひじょうに学ばせてもらってい
ます。

　今年のRＩの研修スタイルの変更がありま
す。今までトレーニング、研修、講師がいて
それを聞いてというパターンだったのですが、
新年度より一緒に参加しながら議論しなが
ら、体験しながらラーニング（学び）へ名前
が変わりました。training（トレーニング）
とlearning（ラーニング）の違いはstudyと
learn. これからいろいろな印刷物も〇〇ト
レーニングだったものが〇〇ラーニングに変
わります。
　内容重視の研修から参加するというスタイ
ルになります。来年の地区大会はもっともっ
と変わった内容になると思います。印刷物や
呼び方が変わります。

「ロータリーの友10月号について」
ロータリーの友委員会：永澤　信委員

　今月は地域社会の経済発展月間、米山奨学
月間です。
P₅　RＩ会長メッセージ「メンタルヘルス
　　　に取り組もう」
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　　いろいろ世界を歩いていると各クラブで
　メンタルヘルスにどうやって取り組むのだ
　ろうという質問を受けるそうですが、それ
　に対する回答ということで事例が₂つほど
　載っています。フィリピンでの事例とアメ
　リカコロラド州のクラブの事例です。
　　コロラド州の記事を読むと最近あるロー
　タリーの分野特化型ロータリークラブを
　作って取り組んでいるようです。分野特化
　型のクラブを作って、精神科の病院の医師
　を支援する。基金まで作って、基金は₂年
　で50万ドルの基金が集まって、それを資産
　運用しながら、運用益等も精神科病院に提
　供して取り組みをしている。そういうこと
　が書いてあります。
　　メンタルヘルスにはいろいろな取り組み
　があるのかと思いながら、先日のＩMで深
　澤隆会員からも勉強をいただきましたが、
　何ができるかというと、日常接している
　方々のメンタルヘルスが低下しないように
　が、個人としてはすぐできることなのかな
　と思いながら読ませていただきました。
P７　地域社会の経済発展。若者の自立を促
　す支援の形。これは₃つのステップから
　成っていて、これは児童養護施設の話です。
　学ぶ、知る、行動するという₃つのステッ
　プで紹介されています。要約すると児童養
　護施設の方々は社会と接する機会が高校生
　まであまり少ない。その中で就職したり進
　学したりするのですが、何と進学している
　方は40％くらい、就職した方は60％いるよ
　うです。就職された方は半数が離職してい
　るという現状にあります。
　　高校生の有効求人倍率は直近で3.49倍。
　本当に売り手市場になっている中で、そう
　いった人材をしっかり地域に根差した企業
　がちょっと支援しながら自立化支援をして
　いくことが地域社会発展につながるのでは
　ないかということを書いています。そう
　いった意味でNPO法人の方の長岡さんが
　最後に締めているのが社会奉仕、職業倫理
　あるいは職業奉仕といったところを重んじ
　るロータリークラブの企業さんに何とか手

　を差し伸べてくださいということで書かれ
　ています。
P10～P12　実際にそういった施設で過ごし
　てきた方の今までの人生を綴ったものが書
　かれています。両親の離婚、あるいは虐待
　がその施設に入るきっかけになったという
　ことが書かれています。ここではしゃべれ
　ないようなことが幼少期にあったようです。
　ブローハンさんは11才まで無国籍のまま過
　ごし、11才で施設に入った。今は立派にコ
　ンパスナビという会社の事務局長をされて
　います。ロータリークラブの皆さんには生
　きづらさを抱えている若者たちに思いを馳
　せていただくと、本当にありがたいです、
　と述べています。
　　平成11年あたりが児童虐待に関する相談
　件数が6,932件だったのが、直近の令和₃
　年になると20万件と約30倍。こどもが減っ
　ているのに相談件数が30倍。時代によって
　もしかすると奉仕する先や支援する先が変
　わってくるのではないかと思った次第です。
P12　大宮東RCのローターアクトの女性で
　す。この人は両親の離婚をきっかけに施設
　に入った方ですが、今は立派に社会人とし
　て活躍されています。ちなみに子供の頃は
　ロータリアンの方とキャンプや焼肉などの
　経験をして、今は社会人になって奉仕活動
　をしたいということでローターアクトを続
　けているそうです。またP13には大津中央
　RCで実際に行っている活動も載っていま
　すのでお読みください。
P15　米山月間ということで米山学友世界大
　会再会感動。つくばで₈月₅日に行われた
　そうです。参加者は1,200人くらいで過去
　最高。記事の中身は当日どういうことが行
　われたことがP16～P17に書いてあります。
　ロータリアンがファシリテーターをやって、
　₅人の学友が1,200人の前でパネルディス
　カッションをやった。学友会の存在意義と
　は？という問いに対しては居場所、家族の
　ような存在、恩返しの場という回答があり、
　改めてロータリー米山の事業は尊いものだ
　と思いながら読みました。

― ₅ ―



P24～P25　すごくきれいな町の風景が載っ
　ています。これはシンガポールです。左奥
　にマリーナベイサンズという屋上にプール
　のあるホテルです。１泊₈～10万くらいだ
　そうです。この記事は来年2024年ロータ
　リーの国際大会の場ということで、シンガ
　ポールを紹介する記事になっています。
　じっくり読むとおもしろいので、ぜひお読
　みいただければと思います。P26～P27で、
　行くたびにシンガポールは変わっていると
　言っています。過去₃回行ったことがあり
　ますが、今年₅月に行ってみたらシンガ
　ポールの顔が変わっている。何で変わるの
　かと思いながら読ませていただきました。
　　自然に囲まれた町。ヒートアイランド現
　象を抑えるために国が造園や屋上に植物を
　植えたり、屋根や壁を庭園のようするのを
　義務化している。大学のときにシンガポー
　ルにいきたいと思って、きれいな街のイ
　メージしかもっていませんでしたが、よく
　よく調べてみたらガムの製造販売、持ち込
　み禁止。仮に持ち込んだら罰金10,000ドル
　（今の日本円で150万円)。街でタンや唾を
　吐いても1,000ドルの罰金。だからああ
　いった道路も街並みもきれいなのかなと思
　いながら読みました。
　　多文化が出会う街。いろんな人種、ロー
　タリーでもDEＩと言っていますが、多様
　性あふれる街だということです。ネットで

　調べたら国是は「みんな仲良くしよう」。
　いろんな文化が融合して新たな文化を作る
　よりは、それぞれの生い立ちやそういった
　文化、宗教などを尊重しようというような
　国だそうです。ぜひ行ってみたいと思った
　のでご紹介しました。
縦書きP16　読むと心が現れる記事が載って
　います。「目だけがものを見る方法ではな
　い」
　　福岡南RCの記事ですので、後でご覧く
　ださい。
P18　友愛の広場　大会や会合のスリム化で
　経費の軽減を　極論ですが、食事がけっこ
　う無駄になっているので、豪華な食事をし
　ないで会費を減らして、質素でもいいから
　無駄にしないようにしたほうがいいのでは
　ないか。これを見ながら₉月13日の例会の
　ときに、実は食事が12くらい余りました。
　本日も₄つ余っています。わたしは出席委
　員会ですので、ご都合があって欠席のとき
　もあろうかと思いますが、事前にご連絡い
　ただくようお願いしたいと思います。
P36　2830地区の記事が１ページを使って紹
　介されています。「ロータ君活躍中です」
　築舘ガバナーの良きアシスタントとして
　ロータリーの公共イメージ向上のためにが
　んばっています。皆さん記事をお読みくだ
　さい。ロータ君は₄月１日に初登板だそう
　です。

― ₆ ―

出　　　　席　　　　報　　　　告
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